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会 社 概 要1
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会社概要
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当社のご紹介

代表取締役 伊丹 一晃

所 在 地

資 本 金

決 算 期

事 業 概 略

従 業 員

岡山市南区新保6 6 0 –１５

４億５９百万円

１月

メーカー機能を持ち、主にECサイトを

用いて、SP商材（販促品）を

小ロット・短納期・低価格にて販売

305名（うちパート191名）

代表取締役

取締役

取締役

取締役

社外取締役

社外取締役

常勤社外監査役

社外監査役

社外監査役

経 営 陣 伊丹 一晃

伊丹 亮平

河田 肇

一ノ瀬 達也

稲葉 雄一

田丸 浩昭

野瀬 洋輔

上田 宗則

村島 雅弘

◼ １９７０年生まれ。岡山県出身。２０１５年、大阪市立大学大学院 修了

◼ １９９０年に印刷会社に入社、営業を担当、トップクラスの成績を残し、独立を志し退社

◼ １９９９年に有限会社イタミアートを設立

※2025年1月末時点

※2025年1月末時点
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会社概要
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ミ ッ シ ョ ン

「 IT 」×「  モノづくり 」の力で世の中を変える

M I S S I O N
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のぼり旗

イベントブース一式 スポーツ幕 大型広告シート大型広告幕

イベント出店装飾一式

足場（工事現場）幕

店頭幕 のれん

屋外看板大型懸垂幕

A型看板 等身大パネル

車用マグネットシート

タペストリー

会社概要

取り扱い商品 多種多様な屋外広告（サイネージ）商品を中心に展開
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会社概要
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事 業 構 造
売上構成は少量多品種のＥＣ（Ｂ２Ｂ）が約70%、中大ロットの卸販売が約30%
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当社の特徴と強み2

一気通貫のデジタル化によりローコストオペレーションを実現１

多店舗展開を可能にする販売システム『ＤＲＥＡＭーＰＡＣＫ』２

再現性の高い店舗規模の拡大戦略４

社内専門チームによるＳＥＯ最適化５

ＩＴと連動した最新鋭の大型印刷機による他社の引き離し７

新規顧客の安定したリピート化６

ＩＴが実現する圧倒的な生産性３
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当社の特徴と強み
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一気通貫のデジタル化によりローコストオペレーションを実現１
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多店舗展開を可能にする販売システム『ＤＲＥＡＭーＰＡＣＫ』２

当社の特徴と強み
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当社の特徴と強み

Ｉ Ｔ が 実 現 す る 圧 倒 的 な 生 産 性３

印刷機を導入するだけではなく、前プロセスと連動させることで、最速かつ自動化されたオペレーションを実現
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当社の特徴と強み

再現性の高い店舗規模の拡大戦略４
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のぼり旗、幕販売ＥＣサイトではトップクラス

当社の特徴と強み

再現性の高い店舗規模の拡大戦略４
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他の店舗サイトもノウハウの共有でトップを目指して拡大中

当社の特徴と強み

再現性の高い店舗規模の拡大戦略４
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当社の特徴と強み

社内専門チームによるＳＥＯ最適化５
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＜セッション数 （単位：万回）＞

※Ｇｏｏｇｌｅアナリティクスを用いたセッション数 ※セッションが集計可能な全運営サイトより算出

当社の特徴と強み

社内専門チームによるＳＥＯ最適化５



©2025 itamiarts Inc. 16

６

当社の特徴と強み

新規顧客の安定したリピート化

リピート顧客（１年間に２回以上購入）からの売上構成は６５％となり上昇傾向、高い定着性を実現

※顧客区分の集計が可能な全運営サイト受注実績より算出

（百万円）
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※顧客数の集計が可能な全運営サイト受注実績より算出

６

当社の特徴と強み

【累計ユーザー数 （単位：万人）】

年平均伸び率

15.6％

新規顧客の安定したリピート化
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当社の特徴と強み

ＩＴと連動した最新鋭の大型印刷機による他社の引き離し７

小規模他社では困難な大型印刷機の導入、さらに当社はＩＴでそれらを自動化
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2025年1月期 決算情報３
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2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報
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損 益 計 算 書 の 概 要

＜参考＞
2025年１月期
当初計画

2025年１月期
修正計画

2025年１月期
実績

修正
計画比
増減率

修正
計画比
増減額

概要（修正計画に対して）

売上高 3,509 3,554 3,605 1.4% +51

EC売上
・積極的なプロモーションとSEO対策で新規顧客を獲得
・高い水準で安定したリピート率を維持
卸販売強化が功を奏す
・主要取引先への提携商品の強化
・インサイドセールスによる新規獲得
・既存客営業強化で、リピート発注／大口受注が増加

売上総利益
（率）

1,434
(40.9%)

1,392
(39.2%)

1,470
(40.8%)

5.7% +78
(+1.6p)

海外からの原材料生地仕入をドル取引から円取引に変更
防炎加工の内製化
製造工程の改善により、製造ロスが大きく低減
投資計画の見直しとシステム開発の前倒し

販管費 1,190 1,211 1,199 ▲1.0% ▲12
業務フロー改善や製造工程の自動化などで人件費抑制
売上変動費の計上

営業利益 244 180 271 50.2% +90

経常利益 240 165 244 47.3% +78

当期純利益 167 114 165 44.0% +50

売上高は、積極的な新規顧客獲得策が奏功したことと卸販売強化で計画以上となる

営業利益及び経常利益は、売上高増加や原価低減策に加え、投資計画や人員計画の見直しで当初計画を達成

（単位：百万円）
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四 半 期 売 上 推 移

2023年1月期 2024年1月期 2025年1月期

前期：脱コロナ禍特需で大きく伸長
（前年比：24.2%増）

今期：特需があった前期を上回る
（前年比：15.8%増）

（単位：百万円）

極端な偏りは無いが、以下の
傾向がある

１Q：＜3月＞

企業の年度末駆け込み需要
の増加や新生活に向けた販促
活動が活発化

２Q：＜6月・7月＞

夏場のイベント需要増加に伴
い、うちわなどの販売が増加

３Q：＜9月・10月＞

秋冬商戦に向けた販促物入
れ替え需要などで、のぼり旗や
横断幕の需要が増加

４Q：＜12月～１月＞

営業日数が少ない月であるこ
と、広告需要の閑散期

売上の主な季節要因

２Q：計画以上の広告宣伝
施策で、新規顧客獲得に注力

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報
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事業 K P I : ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 数 × 平均客単価

＜トランザクション数 （単位：件）＞ ＜平均客単価 （単位：円）＞

25/1期24/1期23/1期22/1期21/1期

トランザクション数は上昇、平均客単価は安定して推移

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報
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損 益 計 算 書 の 概 要

計画
3,554

実績
3,605

売上高
（構成比）

利益構造

（単位：百万円） （単位：百万円）

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報

EC
70%

卸販売
（会社関係）
30%

EC
67%

卸販売
（会社関係）
33%
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計画 ① 売上増加 ② 原価低減
（円取引・ロス改善など）

③ 設備投資計画見直し ④ 人員計画見直し ⑤ 送料増加
（売上増と単価増）

システム投資 その他 実績

0

50

100

150

200

250

300

営業利益増減 主要因

24

損 益 計 算 書 の 概 要

180

＋15

+21

+35

+28 ▲5
▲18 +15 271

（単位：百万円）

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報
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損 益 計 算 書 の 概 要

概要 説明
営業利益影響額
（百万円）

① 売上増加 ◼ 売上増加に伴う営業利益額の増加 +15

② 原価低減
◼ 決済をドル建てから円建てに変更したことで材料費（輸入生地）の低減
◼ 防炎加工の内製化
◼ 製造工程改善によるロス率の改善

+21

③ 設備投資計画見直し
◼ 設備投入計画の見直し（翌期に後ろ倒し）により減価償却費が減少
◼ 既存プリンタのメンテナンス費用が発生

+35

④ 人員計画見直し ◼ 業務フローの改善、製造工程の改善や自動化により人員計画を見直し、人件費を抑制 +28

⑤ 送料増加
◼ 売上増加に伴う荷造運賃の増加
◼ 単価上昇

▲5

営業利益増減主要因
概要説明（修正計画比）

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報

＜その他トピックス＞
◼ 将来の利益体制の構築のため、製造工程の自動化に向けてのシステム開発を計画通りに継続→約18百万円の費用が発生（計画通り）
◼ 電気代の削減など、費用抑制にも積極的に取り組む



©2025 itamiarts Inc. 26

貸 借 対 照 表 の 概 要

（単位：百万円）

2024年1月期
実績

2025年1月期
実績 増減額 主な増減要因

流動資産合計 897 1,165 +267
現金及び預金が176百万円増加
未収還付消費税50百万円

固定資産合計 1,629 2,479 +850
工場増築などで建物が611百万円増加
印刷機械などの機械設備が212百万円増加

資産合計 2,526 3,645 +1,118

流動負債合計 810 768 ▲41

固定負債合計 1,295 1,672 +376 長期借入金が378百万円増加

純資産合計 421 1,204 +783
公募増資により、資本金及び資本剰余金が
それぞれ309百万円増加

負債・純資産合計 2,526 3,645 +1,118

（自己資本比率） 16.7% 33.0% ＋16.3pt 公募増資により自己資本比率が改善

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報
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キャッシュ・フロー計算書の概要
（単位：百万円）

2024年1月期
実績

2025年1月期
実績

主な要因

営業CF 236 283

税引前当期純利益 224 245

減価償却費 169 184 設備投資による償却費増加

売上債権増減額（▲は増加） ▲41 ▲34

仕入債務・未払金増減額（▲は減少） 28 23

法人税等支払額 ▲81 ▲96

その他 ▲63 ▲39 その他の増減を純額表示

投資CF ▲252 ▲1,049

有形固定資産取得 ▲230 ▲1,029 工場増築、印刷機などの製造設備取得 など

その他 ▲22 ▲20

財務CF 129 929

借入金増減額（純額） 152 454 工場増築、印刷機などの製造設備取得
に備えるため株式の発行による収入 - 609

その他 ▲23 ▲135 社債の償還（▲100）、上場関連費用 など

期末現預金（定期預金除く） 339 502 期首から＋163百万円

2 0 2 5 年 1 月 期 決 算 情 報
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今期の戦略と業績予想４

１

【 E C】売上拡大の取り組み２

【卸販売】売上拡大の取り組み３

ス マ ー ト フ ァ ク ト リ ー 化 に よ る 利 益 率 改 善
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今 期 の 戦 略 と 業 績 予 想

29

今 期 の 戦 略

ス マ ー ト フ ァ ク ト リ ー 化 に よ る 利 益 率 改 善1

自社出荷の開始

●アウトソーシングしていた梱包出荷作業の約50％を内

製化します。ピッキング・梱包に必要なコストを削減

し利益率改善に繋げます。

製造管理システムと連携可能なオリジナル印刷機の多数導入
主力商品のカットや縫製といった人的作業をロボット化

●独自開発の主力商品（のぼり・幕）対応の印刷機を多数導入します。

のぼり旗・幕向けに最適化した印刷機を独自開発・導入しました。本機の運用により、印刷ロスの低減、メンテナ

ンス費用削減、省人化 が実現可能となります。また印刷機内部のシステムも独自開発を行うことで自社システムと

連携が可能となり、印刷オペレーションの自動化が実現可能となります。

●人的作業のロボット化・自動化を積極的に推進します。

現在人的作業となっている生地カットや縫製を自社開発で機械化・ロボット化を積極的に行います。自動化を推し

進めることで、非稼働時間を無くし生産キャパシティーを引き上げ、省人化によるコスト削減を目指します。
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今 期 の 戦 略

【EC】売上拡大の取り組み２

高成長サイトへの
積極投資を実行

売上成長率(月平均)

●売上進捗の好調なサイトにはSEO施策やWEB広告投資

    を積極的に実施。成長を加速させます。

新商品の継続追加

●テンションファブリック、デジタルサイネージなどの

新商材の追加、既存のタオル、紙什器などの拡充を行

います。

●2025年1月にオープンした「ノベルティキング」で

シーズン毎に新商品の定期追加を実施します。

WEB上デザインサービス
機能充実

● WEBデザイン利用の売上比率が年々増加しているため、

機能を強化します。

●バナースタンドやタオルなどの対応商品を拡充し、

さらに利便性向上を推進します。

●ログイン不要でテンプレートデザインの閲覧が可能な

新機能を追加します。

前期比 ＋87%

前期比 ＋37%

前期比 ＋89%

今 期 の 戦 略 と 業 績 予 想
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2024年1月期 2025年1月期

31

今 期 の 戦 略

【卸販売】売上拡大の取り組み３

主要取引先との連携商品の強化

●主力商品に加えて、パネルなどサイネージ関連の商材

の連携を開始しました。今後はさらに既存連携商品の

仕様拡大、さらに新商品の提案を行っていきます。

インサイドセールス強化

●テレアポにより商談機会を創出、新規取引先の獲得を

目指します。

●営業人員の増員により対応速度や対応品質が向上、既

存顧客からのリピート注文の獲得や新たな大口注文の

受注を狙います。

【受注金額推移】【受注金額推移】

前期比 ＋66% 前期比 ＋75%

今 期 の 戦 略 と 業 績 予 想
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2 0 2 6 年 １ 月 期 業 績 予 想

2025年１月期
実績

2026年１月期
計画

対前年
増減率

対前年
増減額

概要

売上高 3,605 4,027 11.7% +422
高成長サイトへの積極投資
新規取り扱い商品を拡充

売上総利益
1,470
(40.8%)

1,556
(38.6%)

5.8% ＋85 機械設備の新規導入初年度の減価償却費負担が重い

販管費 1,199 1,398 16.6% ＋198
売上拡大に合わせた新卒採用により人件費が増加
売上獲得のための広告宣伝費投下
売上変動費（送料など）の増加

営業利益 271 158 ▲41.7% ▲113 積極的な投資による減価償却費の負担増による減益予想

経常利益 244 156 ▲36.1% ▲88

当期純利益 165 108 ▲34.2% ▲56

（単位：百万円）

2026年１月期の最大のポイントは、「スマートファクトリー化の早期実現」に向けた機械設備の導入

減価償却の影響で減益予想だが、将来の会社成長と利益率改善のために積極的な投資を進める

EBITDA
(営業利益＋減価償却費)

453 468 3.3% +14 営業利益は減益計画だが、EBITDAは順調に増加

今 期 の 戦 略 と 業 績 予 想
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＜参考＞減価償却費（定率法）イメージ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10（経過年数）

（減価償却費）

定率法による減価償却費は、取得直後は償却負担が重い

年数経過後に償却負担が軽くなる

その特徴を考慮した将来の利益構造イメージが下記のグラフ

（※新規投資は含んでいない）

EBITDA

今 期 の 戦 略 と 業 績 予 想
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中長期の成長計画5
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売上高

幕

のぼり旗

その他※1

プロダクトラインの拡張、積極的なマーケティング

施策により３０％程度の成長を目指す。

新規サイトのＯＰＥＮ、プロダクトラインの拡張、

積極的なマーケティング施策により２５％程度の

成長を目指す。

プロダクトラインの拡張、積極的なマーケティング

施策により４５％程度の成長を目指す。

※1：ノベルティ、パネル、冊子、うちわ、卸販売など

「のぼり旗」「幕」市場規模は４００億～５００億と予測

中 長 期 の 成 長 計 画 イ メ ー ジ

「商売繁盛応援企業、日本一！」を目指して

中 長 期 の 成 長 計 画

主な施策と中期成長目標
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ＳＤＧｓへの取り組み６
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取 り 組 み の 具 体 例

製造工程で発生する「ハギレ」をハンディキャップアーティストに提供し

エシカル商品に再生し販売。廃材削減とアーティストの収入向上を実現。

おかやましんきんSDGsアワード2020 大賞

おかやまSDGsアワード2020 受賞

ESD岡山アワード2019 受賞

取り組み①

受賞歴

SDGsの啓蒙を目的として、ハンディキャップアーティストへデザインを依

頼し、当社敷地内の自動販売機をラッピング。

販売収益の一部をアーティストに。

取り組み②

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ へ の 取 り 組 み
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古くなったのぼり旗を回収しプラスチック原料へ再生を計画。

取り組み③

リサイクル素材や塩ビ・プラスチック代替え素材の採用

取り組み④

「軽量エコパネル（看板の代替え素材）」「エコ素材のぼり旗」

リサイクル繊維を６６%以上使用し

た生地を使用。

軽量エコパネル 施工事例

アルミやプラスチック製看板を厚手

シートに代替え。廃棄時には、FRP

燃料として再利用が可能。

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ へ の 取 り 組 み

取 り 組 み の 具 体 例
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免 責 事 項

◼ 本資料は、株式会社イタミアートに関する情報提供を目的とし、投資家の皆様にご理解いただくために作成したものであり、
当社が発行する有価証券に対する投資を勧誘することを目的としたものではございません。

◼ 本資料を作成するにあたっては、正確性を期すために慎重に行っておりますが、内容の正確性、完全性を保証するものでは
ありません。

◼ 本資料中の情報によって生じた損害については、当社は一切責任を負いません。

◼ 本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであり、その情
報の正確性、完全性を保証し、また確約するものではありません。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際
の業績は言及または記述されている将来見通しとは異なる結果となることがあり、また予告なしに変更されることがある点
を認識された上でご利用ください。

IRに関する

お問い合わせ先

株式会社イタミアート 管理本部：一ノ瀬

TEL：086-805-4150

E-mail：itami.ir@itamiarts.co.jp
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